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第1章　 緒 言

生体組織中血液並びに造 血臓器が 「レ」線に対し

最も感受性高 く,顕 著な る影響 を蒙 る事実について

は,第1編 に述べた如 く多数の学者に より報告せら

れている.

骨髄体外液体培養 に つ い て は1936年Osgood &

 Brownlee98)が 人骨髄細胞を特 殊メヂ ュームを用 い

て行つた細胞浮遊液々体培養に成功 した るを嚆矢 と

す るが, Norris & Majnarich97)は 本法 に改良を加え,

 Xanthapterin,血 清, Pteridin等 の細胞増生に及ぼ

す影響を観察 している.我 が国に於ても液体培養を

用いた研究は多 く,牧 野57),伊 藤1),下 方34)は各種

ビタ ミンの影響につ いて観察 し,小 池24)はア ミノ酸

による血色素量の消長を,桑 原23)は諸種薬品の影響

を,紺 野27)はHemeの 合成機 転を研究 している,

教室平木教授 ・大藤6) 52)は久米田 ・岩崎の改良法3) 7)

を用い,諸 種物質及び諸種疾患々者血清及び脾エキ

ス添加の骨髄体外液体培養に及ぼす影響 を詳細に観

察 し,報 告 している.「 レ」線放射に よる骨髄 細胞

の液体培養 的観察は僅かにOsgood99),小 坂25)及 び

久保田等21)の報告を見るのみである.

私は第1編 に於て骨髄 体外被覆培養を用い,骨 髄

白血球系に対する 「レ」線の影響を観察 し,そ の成

績 を発表 したが,茲 に骨髄赤血球系造血と 「レ」線

作 用との関係を究明すべ く骨髄 細胞浮遊液 々体培養

を行い,些 か知見を得たので報告 し,諸 賢の御批判

を仰 ぐ次第である.

第2章　 実験材料及び実験方法

第1節　 実験材料

供試材料は第1編 に於て述べたと全 く同一 のもの

を用いた.但 し100r放 射例では24～42回 反復連続

放射家兎の骨髄を用いた.

第2節　 実験方法

培養方法はOsgood & Brownlee98)の 液体 培養法

を更に改良せ る久米 田 ・岩崎の改良法3) 7)を 用いた.

次にその概略 を述べる.即 ち1)家 兎の大腿骨,経

骨,上 腕骨々髄を取 り出す. 2)取 り出 した骨髄を

Gey氏 第1液 中に入れ,低 速 にて約1分 間 ホモゲナ

イズし骨髄細胞浮遊液を作 る. 3)之 を スピッツグ

ラスに取 り遠心沈澱後 上清を捨てる. 4)沈 澱 した
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骨髄 細胞に葡萄糖を含まぬ タイロー ド氏液2ccを 加

え,よ く混和 して均等なる細胞浮遊液を作 り,之 を

一定 の容器 に入れ る
. 5)之 を ワールブル グ恒温槽

(38℃)に て振盪培養を行 う.

上 記培養に使用せる器具は総べて厳重に滅菌 し,

操作 は無菌的に行つた.

第3節　 観察方法

培養後3, 6及び9時 間目にワールブル グ恒温 槽に

て振 盪培養 中の細胞浮遊液を取 り出し,赤 血球数算

定及び血色素量測定 を行い,培 養前の値 と比 較し百

分率にて表わ した.

1)赤 血球数算定:型 の如 く赤血球計算 用メラン

ヂ ュールに細胞浮遊液 を吸い,ハ イエム氏液 にて稀

釈 し,ビ ュルカー ・チュルク氏計算盤を用いて赤血

球数 の計算を行 つた.

2)血 色素量測定:フ ェ リチアニ ド法によりペ ッ

クマン分光々度計を用いて測定 した,即 ち1/15モ ル

第1燐 酸カ リ溶液22ccと1/15モ ル第2燐 酸 ソーダ

溶液3ccを 混和 し,之 を蒸溜水にて4倍 に稀釈 し

たもの4ccに,細 胞浮遊液0.2ccを 充分に混和溶

血せ しめ,不 溶解部 分を遠心沈澱せ しめ,次 いで20

%フ ェ リシアンカ リ溶液1滴 を加 え, 10分後 に5%

シア ンカ リ溶液1滴,更 に2分 後にアンモニア1滴

を加え,そ の後10分 間以内にペ ックマン分光々度計

にて測定 した.

第3章　 実 験 成 績

第1節　 対照実験

a)培 養所見 赤血球数及び血色素量の推移は第

表1　 対 照 実 験

赤血球数及び血色素量(mg/dl)

1表 に示す通 りである.第2表,第1図 にその増減

を百 分率 にて示 したが培養後3及 び6時 間では赤血

球は増加を,血 色素は増 加の傾 向を認めた.

表2　 対 照 実 験

赤血球及び血色素増加率(%)

図1　 対照実験　赤血球増加率

b)骨 髄 組織所見 写真1に 示す 如 く細網細胞に

纒絡 して中等数の骨髄細胞が存在し,そ れ よりやや

少い目の骨髄芽球が見られ る。可成 りの数の巨核球

も散在 してい る.一 部 には可成 り成熟 したと思われ

写真1　 正常家兎骨髄組織所見
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る二核性乃至三核性の白血球も見られるが,好 酸球

系,好 塩基球系の細胞は余 り見当らない.

第2節　 1000r・1回 放射 の場合

第1項　 放射後1日 目

a)末 梢血液所見　第3表 に示す如 く赤血球数は

何れ も減少の傾 向を認め,血 色素量は何れも著変を

認めなかつた.白 血球数は何れ も著明なる減少を認

め た.

表3　 1000r放 射1日 目

末梢血液 所見

b)培 養所見　 赤血球数及び血色素量の推移は第

4表 に示す通 りであ る.第5表,第2図 にその増減

を百分率にて示 したが,赤 血球は対照に比 し低下を

示し,血 色素量も低下の傾 向を認めた.

表4　 1000r放 射1日 目

赤血球数及び血色 素量(mg/dl)

図2　 1000r放 射1日 目

赤血球増加率

表5　 1000r放 射1日 目

赤血球及び血色素増加率(%)

第2項　 放射後3日 目

a)末 梢血液所見　 第6表 に示す如 く赤血球数 及

び血色素量は著変を認めなかつた.白 血球数は何れ

も著明なる減少を認めた.

表6　 1000r放 射3日 目

末梢血液所見

b)培 養所見　 赤血球数及び血色素量の推移は第

7表 に示す通 りである.第8表,第3図 にその増 減

を百 分率にて示したが,赤 血球は対照に比 し低下を

示 し,血 色素も低下の傾 向を認めた.

表7　 1000r放 射3日 目

赤面球数及び血色素量(mg/dl)
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表8　 1000r放 射3日 目

赤血球及び血色素増 加率(%)

図3　 1000r放 射3日 目

赤 血 球 増 加 率

第3項　 放射後5日 目

a)末 梢血液所見　 第9表 に示す如 く赤血球数は

軽度の減少を,血 色素量は2例 に於て減少を認めた,

白血球数は何れ も顕著なる減少を認めた.

表9　 1000r放 射5日 目

末梢血液所見

b)培 養所見　赤 血球数及び血色素量の推移は第

10表に示す通 りである.第11表,第4図 にその増 減

を百分率にて示したが,赤 血球は対照に比 し著明な

る低下を示 し,血 色素量も低 下を認めた.

表10　 1000r放 射5日 目

赤血球 数及び血色素量(mg/dl)

表11　 1000r放 射5日 目

赤血球 及び血色素増加率(%)

図4　 1000r放 射5日 目

赤 血 球 増 加 率

c)骨 髄組織所見　No. 153家 兎, No. 156家 兎で

は骨髄 実質は消失し,殆 んど脂肪織にて充され,そ

の中に変性の極 めて強い実質細胞が点在 している,

静脈洞は一般に充血性である.

第4項　 放射後10日 目

a)末 梢血液所見　第12表 に示す如 く赤血球数及

び血色素量は何れ も減少を認めた.白 血球数は何れ

も顕著な る減少 を認めた.

b)培 養所見　 赤血球数及び血色素量の推 移は第

13表 に示す通 りで ある.第14表,第5図 にその増減
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表12　 1000r放 射10日 目

末 梢 血 液 所 見

表13　 1600r放 射10日 目

赤血球数及び血色素 量(mg/dl)

表14　 1000r放 射10日 目

赤血球及び血色素増加率(%)

図5　 1000r放 射10日 目　 赤血球増加率

を百分率 にて示 したが,赤 血球及び血色素は対照に

比 し著明 なる低下を認めた.

c)骨 髄組織所見　 No. 149家 兎 では写真2に 示

す如 く骨髄は殆んど脂肪織 にて充 され,僅 かに核の

非常に濃縮せ る骨髄細胞が点在 している.静 脈洞は

著明に拡大 し充血が強い.

写真2　 1000r放 射10日 目No. 149家 兎

骨 髄 組 織 所 見

第5項　 放射後30日 目

a)末 梢血液所見　第15表 に示す如 く赤血球数は

何れもなお軽度の減少を示しているが,血 色素量は

何れも著変を認めなかつた.白 血球数は何れ も中等

度減少を示 していた.

表15　 1000r放 射30日 目

末 梢 血 液 所 見

b)培 養所 見　赤血球数及び血色素量の推移は第

16表 に示す通 りである.第17表,第6図 にその増減

を百 分率にて示したが,赤 血球及び血色素は対照に

比し著変を認 めなかつた.

o)骨 髄組織所見　 No. 130家 兎 では写真3に 示

す如 く脂肪織の間に実質細胞が纏 絡 してお り,骨 髄

巨核 球がやや少いが,殆 んど正常 と思われる. No.

 155家 兎 では骨髄 実質細胞が瀰漫性に軽 度に増殖 し

てい た.
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表16　 1000r放 射30日 目

赤血球数及び血色素量(mg/dl)

表17　 1000r放 射30日 目

赤血球及 び血色素増加率(%)

図6　 1000r放 射30日 目

赤 血 球 増 加 率

写 真3　 1000r放 射30日 目No. 130家 兎

骨 髄 組 織 所 見

第3節　 100r反 復連続放射の場合

No. 175家 兎, No. 121家 兎, No. 98家 兎を用い

100r反 復連続放射を行い, No, 175家 兎は2400r,

 No. 121家 兎は3900r, No. 98家 兎は4200rに 至

つて実験を行 つた.

a)末 梢血液所見　第18表 に示す如 く赤血球数及

び血色素量は何れも減少を認 めた.白 血球数は何れ

も著明なる減少を認めた.

表18　 100r連 続放射 末梢血液所見

b)培 養所 見　赤血球数及び血色素量の推移は第

19表 に示す通 りである.第20表,第7図 にその増減

を百分率にて示 したが,赤 血球及び血色素は対照に

比 し著明な る低下を認めた.但 し2400r放 射例で

は赤血球の低下は3900r及 び4200r放 射例に比

し軽度であつた.

表19　 100r連 続 放 射

赤血球数及 び血色素量(mg/dl)

図7　 100r連 続 放射　 赤血球増加率
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表20　 100r連 続放射

赤血球及び血色素増加率(%)

c)骨 髄 組織所見　 3900r放 射例, No. 121家

兎では骨髄 実質細胞層は島状に残存 しているが,骨

髄芽球,骨 髄巨核球 及び赤芽球は認められない.骨

髄の大部分は脂肪織 と化 し,所 々に静脈洞の鬱血像

を認める.細 網細胞は黄褐色の色素を多数に胞体内

にもち,時 に赤血球 を貪喰 している.

4200r放 射例, No. 98家 兎では写真4に 示す如

く骨髄の辺縁に強 く濃縮せる実質細胞を極 く少数認

めるのみであり,骨 髄の大部分は脂肪織 にて充 され

ている.消 耗色素 を可成 り豊 富にもつた細網細胞が

認め られ,静 脈洞は軽度に充血性である.

写真4　 100r連 続 放 射(4200r)

No. 98家 兎 骨髄 組織所 見

第4節　 300r反 復連続放射の場合

No. 123家 兎, No. 144家 兎, No. 178家 兎を用い

300r反 復連続放射を行い, 3000rに 至 りて実験を

行つた.

a)末 梢血液所見　第21表 に示す如 く赤血球数及

び血色素量は何れ も減少を認めた,白 血球数は極度

の減少を示 した.

b)培 養所見　赤血球数及び血色素量の推移は第

22表 に示す通 りである.第23表,第8図 にその増減

を百分率にて示したが,赤 血球及び血色素は何れ も

表21　 300r連 続放射　 末梢血液所見

表22　 300r連 続放射(3000γ)

赤血球及び血色素 量(mg/dl)

表23　 300r連 続放射(3000γ)

赤血球及び血色素増加率(%)

図8　 300r連 続放射(3000r)

赤 血 球 増 加 率
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対照に比し著明なる低下を認めた.

c)骨 髄組織所見　 No. 123家 兎, No. 144家 兎で

は写真5に 示す 如 く,甚 し く障碍を蒙 つた極 く少数

の実質細胞が点 在しているのみであ り,骨 髄は殆ん

ど脂肪織にて充 され ている。静脈洞は一般に充血を

呈 してお り,強 拡大 にて鏡検すると所々に消耗色素

を もつた細網細胞が多数存在 している.

写 真5　 300r連 続 放 射(3000r)

No. 123家 兎　骨髄組織所見

第4章　 総括並に考按

「レ」線 に よ る末 梢 血赤 血 球数 の消 長 につ い て は

Helber u. Linser83), Zumpel13)は 放 射 後 減 少を 認 め

て お り, Monquin96), Mapdelstamm94), Seitz u.

 Wintz103), Wright u. Bulman111),西 川45),金 万 ・

蓮 井18),重 藤32),山 田62),橋 本47)も 大 量 放 射後 減 少

を 認 めて い るが, da Silva Mello105)は 大 量放 射 後

の動 揺 は 少 い と言 い,山 田63)は640r全 身 放射 にて

殆 ん ど変 化 を 認 め なか つ た と言 つ て い る.少 量 放 射

で はda Silva Mello105),福 井55)は 増 加 の傾 向を,

斉 藤28)は 軽 度 減 少 の後 著 明増 加 を 認 め,山 田62),橋

本47)は 変 化 を 認め な い と言 つ て い る.臨 床 的 に は

Kolde u, Martens85), Bormann72), Heim81), Bock71),

八 木60),乗 松46)は 放 射 後減 少 を, Heim81), Zumpe113),

 Siegel104), Treber107),安 井61)は 少 量 乃至 中 等 放 射

に て増 加 を見 て い る. Mandelstamm94),永 田鋤,白

木 ・今井35)は 赤 血 球 数 の動 揺 は不 規 則 か つ僅 微 で あ

る と言 つ て い る.私 の成 績 で は 家 兎 に1000r放 射

を 行 つ た場 合赤 血 球 数 の減 少 乃 至 減少 傾 向 を認 め,

 30日 後 に 於 て もな お完 全 には恢 復 を認 め な かつ た.

血 色 素 量 に関 して はZumpe113). da Silva Mello10),

 Honquin96),Mandelstamm94),西 川45),金 万 ・蓮

井18)は 大 量 放 射 に て、 山 田63)は640r放 射 に て減

少 を認 め,重 藤32)は550r放 射直 後 一 過 性 増 加 を

見,そ の後 漸 次 減 少 す る と 言 つ て い る. da Silva

 Mello105)は 少 量 放 射 にて増 加を,福 井55)は 少量放射

後 著 変な きか 或 いは 増 加傾 向を, Seitz u. Wintz103)

は大 量 放 射 に て増 加 を,斉 藤28)は50r, 100r放

射 に て軽 度 減 少後 著 明増 加 を見 た と言 う,臨 床的に

はHeim81), Bock71), Bormann72), Kolde u. Mar

tene85),八 木60),乗 松48)は 減 少 を, Siegel104),

 Zumpe113), Treber107),安 井61)は 増 加 を 認 め,

 Heim81)は 弱 放射 にて, Bosch73)は 弱 放射 及 び中等放

射 で 血色 素 の増 加 を報 告 してお り, Mandeletamm94)

白木 ・今 井35)は 「レ」線 放 射 にて 明 らか な変 化を認

め な か つ た と言 つ て い る,私 は1000r放 射 後血色

素 量 の観 察 を行 つ たが, 5及 び10日 に於 て減 少を認

め, 30日 に於 て は放 射 前 値 に恢 復 して いた.以 上の

如 く 「レ」線 放 射 の 赤血 球 数及 び血 色 素量 の消長に

及ぼ す 影響 につ い ては,増 加を 認 め る もの,減 少 を

示 した と言 うもの,著 変 な しと言 うも の等 区々で あ

るが,乗 松46)は 「レ」線 障碍 は 「レ」線 の量及 び質

に関 係 を有 し,線 量 及び 波 長 に比 例 す る と指摘 し,

大 量 放 射 に於 て は両 者 共 に 減少 を認 め た と言つ てい

る.

福 井55)は 「レ」 線 硬 度 「ベ ア ノ」4度 に て15分 間,

 31回,清 水鋤 は200r・28回 及 び400r・14回,岡

本9)は300r・17～48回 連 続 全 身 放射 を行 い,赤 血

球 及 び 血色 素 量 の減 少 を 認 めて い る.教 室溝手58)は

100r・37回 全 身 放射 に 於 て両 者 の減 少 を 認め,数 室

斉 藤30)は100r・51～71回 及 び300r・4～10回 連続

全 身 放射 を行 い,両 者 の 著 明な る減少 を 認 めて いる,

私 は100r・24～42回 及 び300r・10回 連 続全身

放 射 を行 い,諸 家 の成 績 と同 じ く赤 血球 数及 び血色

素量 の 減 少 を認 め た.末 梢 血 白血 球 数 につ いて も観

察 を行 つ たが,何 れ の場 合 に於 て も著明 な る減少 を

認 めた.

扨 て 「レ」線 が 骨髄 に対 して顕 著 な る影 響を 及ぼ

す 事 実に つ い ては,既 に多 数 の先 人 に よ り報告 せら

れ て い る. Heineke82)は 脾 に ヘ モ ジ デ リン沈着 多 き

事 実 よ り赤 血球 も破 壊作 用 を蒙 るが,白 血球 に比 し

抵 抗 強 しと な し, Hartmann80), Wunsche112)他 多

くの 入 々に よ り支 持 され,殊 にFabricus-Moller77)

及びWallbach109)の 組 織学 的所 見 はHeineke82)の

それ と全 く一 致 して い る. Aubertin et Beaulard66)

は畸 形 赤 血球,多 染性 赤 血 球,有 核 赤 血球 等の 血液

中出 現 を以 て,骨 髄 の 変 性 崩 壊 の 徴 と見 做 し, 

Milchner u. Mosse85),高 泉 ・小 野37)等 も之 を認 め,

大 量 放 射 に よ り初 め て 変 性 す る と言 つ て い る.
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Krauae u. Ziegler88)は 放射後骨髄 に有核赤血球の

一過性増加を見, Koolmann86)も 有核赤 血球の著増

を認めてお り,斎 藤29)も 中等(200r)放 射では3

日目に骨髄 細胞の減少を認めるが,却 つ て赤血球形

成巣の発達,有 核赤血球の増加を認めている.然 し

1500r放 射では実質細胞の破壊が高度であると言つ

ている. Milchner u. Mosse95)は 中等量放射では赤

血球系には影響がないと言い,尾 河1峰)は放射部位の

骨髄変化はほぼ 血像消長に一致 し, 82.55r以 上で

は障碍的に作用 し,そ の 度は線 量に 比 し増強 し,

 660.4r, 1320.8r放 射では常 に著明な る障碍を認

めるが,赤 血球簇は最も抵抗が強いと言い,そ の障

碍は7日 頃に最 も箸 しく,再 生は7日 以後に起 り始

め, 1320.8r放 射では1カ 月 後 もなお懐 復せず,

 660.4r放 射では1カ 月にで完全に恢復 を認め たと

言い,こ の点Heineke82)の 成績 と一致 して いる.

加藤13)は 海〓に500～3000r放 射を行 い,赤 芽球

の減少は77時 間後骨髄が脂肪髄の像を呈す るに歪つ

てからであると言い,津 田等40)は之に反 して, 800r

全身放射家兎の骨髄赤芽球核分離 について観察を行

い, 1日 後 では著 しく低下 していたが, 3日 後 には

既に恢復し, 7日 後 には却つて増加の傾 向を認め,

赤芽球増殖能力は既に3日 後には恢復するもの と推

定 している. Bauer67)は 家兎の大腿骨を放射 し,骨

髄性白血球 の幼若型殊に骨髄芽球 の感受控が成熟型

に較べて低いのみならず,赤 血球 に較べても低い事

を観察 しており, Bloom69)も 凡ゆる造血性細胞の中

で赤芽球は 「レ」線に対 して最 も敏感であ ると言つ

てい る.以 上の如 く骨髄 赤血球系造 血に及ぼす「レ」

線の影響 については,諸 家により意見の相違がある

が,少 量乃至中等量放射では亢進を示し,大 量放射

では著明に障碍 せられ るものの よ うで あ る.私 は

1000r全 身放射による骨髄組織像の変化 を観察 した

が, 5及 び10日 では骨髄 は脂肪髄 と化 し,実 質細胞

は殆ん ど消失 し,静 脈洞の充血像を認めた.然 るに

30日 に於ては殆んど正常 と思われ るまで恢復を示し

た,之 は前述 した尾河10)の成績 とほぼ 一 致 し て い

る.

中等量及び大量 「レ」線反復連続放射 による骨髄

組織所見紀ついてはその報告を見ない.私 は100r・

39及び42回 反復放射を行い,骨 髄 組織像 の観察を行

つたが,何 れの場 合にも骨髄は脂肪髄 と化 し,実 質

細胞は著明に減少してお り,静 脈洞は充血像 を示し

た. 300r・10回 反復放射では障碍 は更に高度であ

った.

骨髄体外液体培養 についでは1936年Osgood &

 Brownlee98)が 人骨髄細胞浮遊液 々体培養 を行 つた

のを嚆矢 とす るが, Norris & Majnarich97)は 細 胞

浮遊液を ワールブルグ恒温槽で振 盪培養する変法を

考案 し, Callender & Lajtha74)はV, B12が 赤血球

の発育に対 して促進的に作用す る事を骨髄 培養によ

り明らかに した.我 が国に於 ても牧野の,伊 藤1),

下方34)がビタ ミン及び葉酸の細胞増生に及ぼす影響

を観察 してお 吟,久 保 田等20)は健常及び潟血貧 血家

兎の骨髄 培養を行 い,赤 芽球の成熟過程を研 究す る

と共に, V. B12,葉 酸,鉄 の之に及ぼす 影響 を観察

している.紺 野27)は液体培養に放射性鉄Fe55を 添

加 して血色素及びヘ ミン鉄の代謝を見てお り,中 尾

等41)も家鴨赤血球,大 網赤血球をFe59と 共 に培養

し, Hemeの 合成につい て 研究 を 行 つている.小

池24)は骨髄培養に各種ア ミノ酸の添加を行い,血 色

素量の消長を観察 し,長 谷川48)はコバ ル トの赤血球

系増血に及ぼす影響を,桑 原23)は諸種薬品を添加 し

てその影響を観察してい る.数 室 久 米田7),岩 崎3)

はOsgood & Brownlee98)の 原法, Norris & Maj

narich97)の変法につき更に種 々考案改良 を加え,重

金属類.血 清,ア ミノ酸,各 種 ビタ ミンの添加を行

い,赤 血球系増血に及ぼす影響 を観察 してい る.教

室 平木教授 ・大藤6) 52)は家兎骨髄の液体 培養につい

て基礎的事項 の検討を行 い,更 に諸種物質を添加し,

また種 々の処 置を施 した家兎骨髄の培養 を行い,赤

血球系増血について詳細 に報 告している. Osgood99)

は入胸骨 々髄 穿刺に より得た る骨髄に 「レ」線放射

を行い,之 を培養して 「レ」線の骨髄に及ぼす影響

を観察 し,併 せて之が直接作用なるか間接作 用なる

かについても研究を行つている,小 坂25)は健 康家兎

骨髄穿刺液培養に 「レ」線を放射 し, 500r以 下で

は赤芽 球分裂はその数減少し,か つ対照に比して遅

延 しながら進行す るが, 1000r以 上 では放射直後 よ

り細胞数の著明なる減少を見ると言つている.久 保

田等21)は骨髄 の組織培養に1500r放 射を行つたが,

赤芽球は破壊変性を起 し,核 偏位を障碍 し,脱 核を

抑制 した と言つている.私 はOsgood99),小 坂25),

久保 田等21)と異 り 「レ」線障碍 を惹起せ しめたる家

兎の骨髄 を体外培養 して赤血球,血 色素量の消長を

観察 した.即 ち1000r・1回 放射緩1～30日 に亘 り

観察 したが,赤 血球増 加率は1日 目より既に低下 し

10日 目に至 りては顕著なる低下を認 めたが, 30日 目

では既に恢復 し対照 に比 し著変を認めなかつた.血

色素増 加率は ま及び3日 目では軽度低下を, 5日 目
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では低下を, 10日 目では著明な る低下を認めたが30

日目では既に恢復 していた.之 は尾河10)が報告せる

骨髄 組織像 の消長 とほぼ一 致している.

100r・24～42回 及び300r・10回 連続放射 では

赤血球及び血色 素増加率共 に著明なる低下を認めた.

扨て 「レ」線中等量100r及 び大量300r反 復放

射では培養上赤血球増加率及び血 色素増加率は同程

度に著明 に低下 しているので,骨 髄造赤血球作用及

び血色素合成作用は平行 して障碍せられるもの と認

められ る.然 るに大 量1000r・1回 放射例の液体培

養 では1, 3, 5, 10日 目で赤血球増加率及 び血色素

増加 率は共 に低下 しているが,血 色素増加率の低 下

は赤血球増 加率に比 して軽 度であ り,特 に1, 3日 目

では極めて軽度の低下を認めるに過ぎなかつた.即

ち反復放射 では造赤血球作用及び血色素合成作用の

障碍は平行 して認め られるに拘わらず, 1000r・1

回放射では前者が後者より強 く障碍 されているので

あ るから,更 に少量の放射では,か かる傾 向は より

一層著明に認め られるもの と推定せ られる,な おか

かる傾 向の起 る所以については,前 者の障碍は骨髄

実質に対す る放射線の影響を直接表現す るものであ

るが,後 者の障碍はHeme合 成のた め に 必要な鉄

及び触媒等本質 的には骨髄 案質 と場 を異にする因子

を介在する事か ら,一 応理 解され得 る.な お障碍の

恢復については, 1000r放 射後30日 目に於 て骨髄 内

造赤血球作用,血 色 素合成作用の両者共同程度に恢

復が認められたが,そ れ以前の道程に於け る両者の

恢復 の遅速については不詳 である.

第5章　 結 論

私は家兎 を用 い,「 レ」線100r・24～42回, 300r・

10回 反復全身放射後及 び1000r全 身放射後1～30

日に亘 り骨髄 体外液 体培養を行 い,次 の結果を得た.

1) 100r反 復放射で嫁赤血球増加率及び血色素

増 加率は何れ も著明 に低下 していた.

2) 300r反 復 放射に於ても赤血球増加率及び血

色素増加率は何れも著明に低下 していた.

3) 1000r・1回 放射では赤血球増加率及び血色

素増加率は何れ も逐 日的に低下 し,10日 を最低値 と

す るが, 30日 では恢復 していた.

4)以 上の内反 復放射に於ては造赤血球作用 と血

色素合成作用 とが平行 して障碍 され るが, 1000r・

1回 放射 では造 赤血球作用の方が血色素合成作用よ

り強 く障碍 され る傾向が認め られた.従 つて 「レ」

線少量放射では造赤面球作用の方が血色素合成作用

よ り先行 して障碍 され るのではないか と考えられる.

又 この事に両者 の骨髄 に於け る生成機転の本質的相

違 より狸解され得 る.

附.全 編 の 総 括

放射線の骨髄造 血に及ぼす影響を観察する目的に

て,第1編 に於ては 「レ」線放射家兎骨髄の被覆培

養,第2編 に於 てはP32投 与家兎骨髄の被覆培養,

第3編 に於ては 「レ」線放射家兎骨髄の液体培養を

行つた.

先ず 「レ」線中等量100r及 び大量300r反 復放

射では,比 較成長価,細 胞密度及び偽好酸球遊走速

度は何れ も著明 に障碍せられ,骨 髄は減形成乃至無

形成の状態を示 した.大 量1000r・1回 放射では骨

髄機能は逐 日的 に低下 し, 10日 目を障碍 の極期とす

るが,30日 目では恢 復を示 した.な お100r及 び

300r反 復放射では 細胞分裂及び 細胞遊走機能共 に

平行 して障碍せ られていたが, 1000r・1回 放射で

は細胞分裂の障碍 が先ず起 り,次 いで遊走機能が障

碍せ られ る如 くである,従 つて更に少量の 「レ」綴

放射では,細 胞分裂 の障碍が細胞機能の障碍に先行

して起るので嫁ないか と考えられる.

次 にP32 3mc/kg投 与 では比較成長価,細 胞密度

及び偽好酸球遊走速度は何れも著明に障碍 され,骨

髄は減形成乃至無形成の状態を示 した.

P32 800μc/kg投 与では骨髄培養上,機 能亢進を

認めた.こ の場合P32 3mc/kg投 与では細胞分裂及

び細胞遊走機能共に平行 して障碍せられていた.然

るにP32 800μc/kg投 与では細胞分裂,細 胞遊走機

能共 に促進を認めたが,こ の際細胞分裂が先ず促進

せられ,次 いで遊走機能が促進せ られる.

次に 「レ」線中等量100r及 び大星300r反 復放射

では培養上,赤 血球増加率及び血色素増加率共に著

明に障碍せ られていた.大 量1000r・1回 放射では

赤血球増加率及び血色素増加率は共 に低下し, 10日

目を障碍の極期とす るが, 30日 目では恢復 していた.

然 して この場 合赤血球増加率は血色素増加率に比し

て,よ り早期 に,よ り高度に発現す る.即 ち反復放

射の場 合は骨髄内造赤 血球作用と血色素合成作用は

相平行 して障碍せられ るにも拘わ らず, 1000r・1

回放射では造赤血球作用の障碍は血色素合成作用の

障碍に比 して,よ り早期に,か つ より高度に発現す

るようである.

従つ て更に少量の 「レ」線放射では,造 赤血球作
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用の方が血色素合成作用 より,先 行 して障碍 される

のではないか と考えられ る.

以上 より次の事が結論 され る.

1)放 射線は少量では骨髄 を刺戟す るが,大 量で

は著明な る障碍を与え,骨 髄 は減形成 乃至無形成と

なる.

2)細 胞分裂は細胞機能 より放射線 に対 して感受

性が高い と思考 され る.

3)「 レ」線とP32の 骨髄 に及ぼす作用 は 本質的

に大差はなきものと思わ れる.

4)「 レ」線放射では造 赤血球作用の 方 が 血色素

合成作用 より先行 して障碍され るのではないか と考

えられる.又 この事は両者の骨髄 に於け る生成機転

の本質 的相違 より理解 され得る.

擱筆す るに当 り終始御懇篤なる御指導 と御校閲を

賜 りたる恩師平木教教並に大藤助教部に深甚なる謝

意を表す.又 「レ」線放射に当り種 々御便宜を賜つ

た放 射線科武田教授並に山本助教授 に深謝す.

(本論文の要旨は昭和32年 日本血液学会第19回 総

会に於て発表 した)
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Srudies on the Influences of Irradiation upon the Bone

 Marrow Tissue Culture of Rabbits

Part III.

Influences of X-Ray on the Bone Marrow Tissue

 of Rabbit in Fluid Medium

By

Seishi HASHIMOTO

Department of Internal Medicine Okayama University Medical School
(Director: Prof. Kiyoshi Hiraki)

Using adult rabbits, the author performed the bone-marrow tissue cultures in fluid me
dium from the rabbits irradiated repeatedly and systemically with 100r of X-ray irradiation, 

24-42 times; 300r, 10 times; and 1, 000 r once only and observed for the periods of 1
30 days; and obtained the following results.

1) In the group repeatedly irradiated wiht 100r X-ray, both the rate of increase of 
erythrocyte count as well as that of hemoglobin count decreased markedly.

2) In the group subjected to the irradiation of 3000r, the rate of erythrocyte count 
and that of hemoglobin count likewise decreased markedly.

3) In the group receiving a single irradiation of 1, 000 r, the rate of erythrocyte count 
and that of hemoglbin count decreased gradually along with the lapse of time, and both 
values reached their minimum on the tenth day while by the thirtieth day both were found 
to be at the normal.

4) In the repeated irradiations as mentioned above, the erythropoietic function is dis
turbed in parallel with the function of hemoglobin synthesis, whereas in the group subjected 
to a single irraiation of 1, 000r X-ray, the erythropoietic function seems to be affected more 
markedly than the function of hemoglbin synthesis. Therefore, in the case receiving smaller 
doses it is assumed that the erythropoietic function is affected prior to the function of hemo

globin synthesis.


